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歴博をあるく

広報部会
歴博で展示されている千葉県内出土品の数々

　第１展示室は先史・古代で、千葉県をはじめ全

国の遺跡から出土した多くの遺物が展示されてい

ます。文化庁の調べで令和３年度の「周知の埋蔵

文化財包蔵地数」は全国で４７万箇所、うち古墳・

横穴が１６万箇所あります。古墳・横穴の全国ト

ップは兵庫県の１８，７０７、千葉県は１２，７７２で４

番目です。

　今回は第１展示室に展示されている千葉県内の

遺跡から出土した石器・土器・金属製品について

一部を紹介します。

石器類

　有溝棒状石製品は大網白里市の大網山田台遺跡

群（升形遺跡）から出土した旧石器時代のナイフ

形石器です。市原市の草刈遺跡から出土した日本

列島最古段階の石器といわれる使用痕のある剥片

も展示されています。

　木更津市富士見遺跡

跡から出土した玉髄も

展示されていますが、

下総台地周辺には石器

づくりに適した良質の

石材に乏しく、他の地

域から持込まれた物と

思われています。

土器・土製品

　千葉市加曾利貝塚から出土した縄文中期の加曾

利Ｅ式土器（深鉢）や佐倉市井野長割貝塚出土の

土器が展示されています。

　市原市能満上小貝塚から出土した縄文時代晩期

のイノシシ形土製品は、胴体と両後足がそれぞれ

別の住居跡から出土しました。もともと完形だっ

たものを分割し、祭祀行為の直後に埋納されたと

考えられています。

　市原市三島台遺跡から出土した人面付土器は、

人体を造形した装飾をもつ小型壺形土器で弥生時

代に製作されたと考えられています。飛鳥時代の

印旛郡栄町の龍角寺跡からの軒瓦、山武市駄ノ塚

古墳からの須恵器も展示されています。

金属製品

　木更津市長須賀の金鈴塚古墳の石棺からは、古

墳の名称にもなった金鈴をはじめ、琥珀製の装身

具、金銅製の冠、鏡、金銅製馬具、鉄矛・鉄鏃、

飾大刀、須恵器などが出土しました。

　第１展示室には、装飾付大刀と金銅製剣菱形座

金具付鈴（実物・重要文化財）が展示されていま

す。また、市原市神門４号墳から出土した鉄鏃（複

製品）も展示されています。

集落遺跡跡

　第１展示室には古代東国の典型的な集落と推定

される八千代市の村上遺跡のジオラマがありま

す。また、そこから出土した農作業のための道具

である鋤先も展示されています。

有溝棒状石製品（複製）升形遺跡
原品：大網白里市教育委員会

イノシシ形土製品（複製）能満上小貝塚
原品：市原市埋蔵文化財調査センター

金銅製剣菱形座金具付鈴（金鈴塚古墳）
　所有：木更津市郷土博物館　金のすず
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　　　　　　　　　四街道市　福地　正司
「海外に贈られた漆工芸品」を受講して

情報資料学講座参加記

　８月７日に開催された当講座は、猛暑の中でも

受講予定者１人の欠席のみで、受講率が非常に高

いとの主催者の紹介からも分かるように、期待度

の高さが伺えた。日高　薫先生の講義を過去に

受講したり、友の会ニュース１９１号（２０１７年

６月５日発行）の寄

稿文を読んだり、企

画展示「URUSHI ふ

しぎ物語－人と漆の 

１２０００ 年史－」や

特集展示「楽器と漆」

を観たりして、縄文

時代より使われてき

た「うるし」に興味

を持ち今回の講義を

楽しみにしていた。

　講座タイトル「海外に贈られた漆工芸品」から、

いつ頃、誰が、誰に、何の目的で贈ったのか、そ

の工芸品とはどの様なものか、といった様々な疑

問は、先生が解説された数多くの写真資料などで、

私なりに理解できたように思う。徳川家茂からフ

ランスのナポレオン三世へ、また伊達政宗からロー

マ教皇パウロ５世へなど、漆は希少であるがゆえに、

権力者の財力そして美意識を象徴するものとして

重要な役割を演じたとの事で、その流れの中に海

外への贈答が位置付けられているようである。

　２０２２～２０２７年度で“「外交と日本コレクショ

ン」１９世紀の日本と欧米諸国との外交関係や政

治・経済・社会・文化交流における《もの》の役

割について探究する”というテーマで研究が行わ

れている。

　今回の講義はその一端をご披露頂いており、

（１）幕末外交と贈答美術品―遣米・遣欧使節団

　 　 の贈答を中心に

（２）その他幕末明治期外交関係コレクションの

　 　 調査研究

として米国スミソニアン自然史博物館の馬具をは

じめとする美術品を写真で紹介いただいた。また、

フランスのフォンテーヌブロー宮殿の遣欧使節団

由来美術品も紹介いただいた。

　贈答美術品の研究は様々な形で行われていると

の事で、遅くとも１６世紀末には日本製漆器がヨ

ーロッパへ輸出されていた事から、今回説明頂い

た贈答品と売買された品の棲み分け（漆器の種類、

技巧、価値など）についても知りたいところであ

り、次の機会を楽しみにしている。

　

【参考】
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＊政府広報オンライン「日本における漆の歴

史と文化（日高先生解説）」 | May 2022 | https://

www.gov-online.go.jp/eng/publicity/book/hlj/

html/202205/202205_01_jp.html

講義中の日高先生

　しかし、１０００年前の人々が描く歴史やその根

拠となる歴史資料と、現在の私たちが描く歴史資

料のイメージは大きく異なっている。それどころ

か、１００年前と現在でも異なっているであろう。

　いわゆるＡＩの活用や、デジタルメディアが社

会のあらゆる場に入っていく時代になり、社会全

体の情報活用や知的生産のあり方が大きく変化を

遂げるタイミングになってきている。また、大国

による戦争や国家間の緊張の高まりが、一層今後

を見通しにくくしてきている。一方で、差別やハ

ラスメントなどの抑圧への反対の動きが大きくな

り、少しでも多くの人が住みやすい社会を目指す

動きがあるのも事実である。このような２０２４年

という現在から、１００年後の２１２４年にも残し

たいものはなんだろうか。残すことができたもの

は、１００年後の社会ではどのように受け取られ、

そしてこの時代をどのような歴史の一コマとして

描くのだろうか。過去を見ながら、先の世代の未

来へも思いを馳せることができる展示となってい

れば幸いである。


